
度

つ迅速な応急活動を確保するため、緊急輸送道路について、橋 から継続して実施する。

梁の重大な損傷を防止する対策が必要である。

　定期的な点検と診断を実施し、戸田市橋梁長寿命化修繕計画に沿って、順次計画的に補修

工事を進めている。また、緊急輸送道路上の山宮橋耐震補強工事については、河床に存在し

Ｂ
た支障物により、令和２年度に繰越ししたため、橋梁の健全化が少し遅れ気味であるが、概

ね予定のとおりである。

　計画的に補修工事等が実施できるよう予算の平準化を図っていることから現状維持とする

。また、研修等への積極的な参加や担当内で情報共有を図り、少数精鋭による体制を維持で

→ きるよう努めていることから、現在の人員は維持する。

　橋梁は日常生活の一部として多くの市民に利用されていることに加え、災害時の避難路としても重要な施設である。市が管理する橋梁は

竣工後30年を経過する橋梁が約7割を占めているため、事業の実施にあたっては、戸田市橋梁長寿命化修繕計画に基づく予算の平準化やコ

スト縮減を図り補修を進めるともに、定期的な点検を実施し、適切な維持管理に取り組んでいく。

　なお、本施策については令和３年度から施策５２安全な生活道路の整備に統合する予定である。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 2年 6月26日 作成者名 早川 昌彦 評価者名 小森　敏

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞

基本目標 中心となる課

分　　野
関係課

施　　策

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み①

取り組み②

取り組み③

取り組み④

取り組み⑤

その他の取り組み

その他の取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

その他施策の取組事項に
係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

05 快適で過ごしやすいまち 都市整備部　道路河川課

03 道路

53 安全な橋梁の整備

　市民生活の利便性や災害に備えた交通路を確保し、構造的にも安全でユニバーサルデザインを取り入れた整備を行うこと

により、市民が安心して橋梁を利用できるようにします。

橋梁整備事業

橋梁の健全化 補修実施橋梁数/補修を要する橋梁数
％ 80 - - 52.2 69.6 69.6

(対象橋梁：緊急輸送道路上など )
ユニバーサルデザイン ユニバーサルデザイン対応橋梁数/全

％ 58.6 51.4 51.4 51.4 52.9 52.9
対応割合 橋梁数

　戸田市の橋梁は高度経済成長期に建設された橋梁が多く、今 　戸田市橋梁長寿命化修繕計画に基づき、順次補修工事及び維

後、一斉に架け替え時期が見込まれ短期的に大きな財政負担が 持工事を進める。また、定期点検を実施することで、健全性を

生じることから、予防保全的な維持管理を実施し長寿命化を図 把握し、維持管理のコストを縮減しながら、橋梁の安全性と信

る必要がある。 頼性を確保する。

　大規模地震発生時における被害を軽減するとともに、円滑か 　また、緊急輸送道路上にある橋脚の耐震補強を平成３０年



昌彦 評価者名 小森　敏

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）
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事業内容 うち一般財源計
画
額

一般財源
人件費

01 道路維持管理費　（道路河川課）

橋梁整備事業

義
務

53,121 令和3年度から施策5
0

53,509 2安全な生活道路の

８ Ａ Ａ Ｂ Ａ ８ 終03 01 08 02 01 01 03 96,054 整備、24042道路管

既存橋梁の補修、ユニバーサ 96,054 理業務へ統合 0

ルデザインへの対応、道路橋 0

道路橋りょう総務事務費

任
意

675 令和3年度から施策5
0

1,574 2安全な生活道路の

４ － － － － ４ 義98 01 08 02 01 01 98 1,369 整備へ統合

※予算編成用シート（指標等 1,369 0

未設定） 1,301

R1決算額 R2
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予算額 R3計画額 R3

田

予算額
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市

費 53,796 55,

施
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策

うち一般財源 53,7
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ー
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ト
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作
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令和3年度で終了 ８令

令

和2年度で終了 ９令和

和

元年度で終了

 2年 6月26日 作成者名 早川 


